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2019 年度　　分野別計画進捗等報告書
体系番号
05010109

・空き家の現状・予想と対応状況のＤＢ
整備（マッピング）
・Ｄランク空き家の特定空家認定
・空家対策協議会に部会制を導入
・民間専門団体と協働した空き家相談
体制の構築
・空き家発生抑制啓発対策の実施

茅野市空家等対策計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
空家等対策の
推進

おおむね順調

・空家等対策協議会開催
→今後の取組の方向性を確認。
・特定空家認定候補抽出
→代執行を視野に入れた取り組
みに着手。

・空家対策協議会を実効性の
ある協議体にする。
・特定空家認定～代執行まで
の手続きの実施。
・空き家相談体制の整備
・市内空き家の状況・予測見え
る化

進捗
評価 おおむね順調 説明

空家等対策協議会の分科会（相談、調査、活用）を発足させ、相談部会、調査部会で活動がス
タートした。市民に対しても相談会は好評であった。また、特定空家の認定調査のための調査部
会により、着実に認定件数は増えている。空家啓発冊子も発行し、住民に広く空き家対策の情報
発信もできた。

今後の重点化
施策番号 1

関連市民団体等名称

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

説明

空家対策における年間情報発信回数が目標値には届かなかったが、広報ではなく、空家冊子を
作成し、空家該当者に配布できたことから、ダイレクトに伝わったと考える。次年度以降も引続き
同冊子を配布することに加えて、空き家の現状をリアル感を持って市民に伝える工夫をしていき
たい。

3

開催回数

参加延べ人数

関連市民団体等名称

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

4

2

参加延べ人数


